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平 成 １ 8 年 第 １回 三 浦 市 議 会 定 例 会 ・吉 田 英 男 市 長 施 政 方 針  

 

平 成 １ ８年 度 各 会 計 予 算 案 並 びに関 連 する諸 議 案 をご審 議 いただく平 成

１ ８年 第 １回 三 浦 市 議 会 定 例 会 にあた り 、私 の市 政 に臨 む基 本 的 な考 え方

を申 し上 げ、議 会 並 びに市 民 の皆 様 のご理 解 とご協 力 を賜 りたいと存 じます。  

また 、 この施 政 方 針 は三 浦 市 の新 たな ５ ０年 の始 ま りにあたる大 変 重 要 なも

のであ り ますと同 時 に、私 にとってはじめての施 政 方 針 でもございます 。そこで 、

平 成 １ ８ 年 度 予 算 は も と よ り 平 成 ２ ０ 年 度 までを視 野 に入 れた第 ２次 実 施 計

画 の内 容 も含 めて、中 期 的 な施 政 方 針 として表 明 いたしたいと思 います。  

 

§１  市 政 執 行 に関 する基 本 姿 勢   

まずはじめに 、私 の市 政 執 行 に関 する基 本 姿 勢 を申 し上 げます。それは 「 ３

つの S 」に集 約 されます。 「 ３つの S 」 とは、シンプル、スピード、サービスのことです。

市 長 就 任 以 来 、職 員 に対 して幾 度 となくこの 「 ３つの S 」 を徹 底 するよ う指 導 し

てまいりました。  

これは企 業 経 営 におきましては鉄 則 中 の鉄 則 であります。企 業 はこの 「 ３つの

S 」 を徹 底 させるこ とによって 、厳 しい社 会 経 済 情 勢 の中 を生 き残 ろ う と必 死 に

なって頑 張 っています。  

地 方 自 治 をめぐる情 勢 も大 変 厳 しいものがあ り ます 。三 浦 市 はこ う した情 勢

の中 で何 としても都 市 間 競 争 を生 き抜 いていかなければな りません 。ですから 、

これからの三 浦 市 は企 業 と同 じよ うに 「 ３つの S 」 を徹 底 した経 営 をすることが必

要 不 可 欠 なのです。  

その よ う な視 点 に立 脚 し 、私 は 「株 式 会 社 三 浦 市 」 とい う企 業 の最 高 経 営

責 任 者 である との自 覚 をも って市 政 にあたってい く所 存 でございます 。市 職 員

にあっても 、一 人 ひとりが 「株 式 会 社 三 浦 市 」の社 員 であるとの自 覚 をもち 「 ３つ

の S 」 を旨 として業 務 にあたるよ う 、今 後 とも強 く指 導 してまいります。  

 

§２  現 下 の社 会 経 済 情 勢 に対 する認 識   

続 きまして私 の社 会 経 済 情 勢 に対 する基 本 認 識 を申 し上 げます。  

市 政 は時 代 の要 請 に応 えるこ とができて初 めて成 果 を生 み出 すことができま

す。私 は２ １世 紀 とい う時 代 の要 請 は 「持 続 可 能 性 」 とい う こ とにある と考 えてい

ます。  

２ ０世 紀 は高 度 に発 達 した工 業 の時 代 でした。工 業 社 会 は物 の量 の多 さで

成 長 する時 代 でした 。物 の量 で成 長 する時 代 には大 量 生 産 、大 量 消 費 、大

量 廃 棄 が当 たり前 のこと とされてきました。  

２ ０ 世 紀 も後 半 になってからは 、大 量 生 産 、大 量 消 費 、大 量 廃 棄 の繰 り返

しが暮 らしを脅 かすものであるとい うこ とに気 づき始 め、人 々は暮 らしの質 の回 復

を求 めるよ うにな りました 。 こ う したニーズの変 化 と併 行 して工 業 社 会 における市

場 はついに飽 和 し、物 の量 で成 長 する時 代 は終 わりました。  
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２ １ 世 紀 は高 度 情 報 社 会 と言 われています 。高 度 情 報 社 会 は物 の量 の多

さで市 場 を拡 げるのではな く 、 ソ フ トの質 の高 さで市 場 を掘 り下 げてい く社 会 で

す。大 量 生 産 、大 量 消 費 、大 量 廃 棄 を反 省 し 、環 境 に対 する負 荷 を抑 制 し

ながら心 の豊 かさや安 心 ・安 全 を実 感 し続 けることのできる社 会 づく りをしていく

べき時 代 となったわけです。これが持 続 可 能 な社 会 をつくる とい う こ とだと思 いま

す。  

 

§３  「み うらスタイル 」が三 浦 のまちづくりキーワード  

「 持 続 可 能 性 」 とい う ２ １世 紀 の要 請 に対 して、三 浦 市 はど う応 えていけばよ

いでしょ うか 。それこそがこれからの三 浦 市 におけるまちづく りの基 本 方 向 を示 す

答 えになります。  

１ ９ ９ ８年 にア メ リカの社 会 学 者 と心 理 学 者 が 「 ロハス 」 とい う概 念 を提 唱 しま

した。今 たいへん注 目 されている豊 かさのマーケティングコンセプトであり 、我 が国

でもた く さんの商 標 登 録 がなされ流 行 語 にもなっています 。心 身 ともに健 康 で、

環 境 にもやさしい暮 らし方 とい う意 味 ですが、その背 景 には 「持 続 可 能 性 」 とい

う時 代 の要 請 があるものと考 えられます。  

よそのまちに引 けを取 らない三 浦 市 の資 源 は、何 といっても穏 やかで人 情 の

ある 「人 」 、昭 和 の記 憶 を残 す情 緒 あふれる 「 まち 」 、人 と共 生 する 「自 然 」です。

そのよ う な三 浦 市 こそ 、 「 ロハス 」 が意 味 する豊 かさを体 現 できる数 少 ない都 市

ではないでしょ うか。  

三 浦 市 は都 市 化 が遅 れています 。そ うい う意 味 では 「周 回 遅 れのランナー 」

です。しかし、都 市 化 が遅 れている分 だけ、穏 やかな人 情 や情 緒 的 な風 景 、貴

重 な自 然 環 境 がふんだんに残 されています 。マ イナスをプラスに転 換 する発 想

をすれば、持 続 可 能 な社 会 づ く り を先 導 する 「周 回 遅 れの ト ップ ランナー 」であ

るとも言 えるのです。私 は、三 浦 市 は「ロハス 」的 なまちとして他 都 市 と差 別 化 で

きる優 位 性 を十 分 に備 えているものと確 信 しています。  

三 浦 市 はこれまで再 生 に懸 けるキーワードとして 「み うらスタイル 」を掲 げてきま

した 。 「 み う ら ス タ イル 」 とは言 い換 えれば 「三 浦 らしい時 間 の過 ごし方 」 とい う意

味 なのですが、これはまさに 「 ロハス 」が意 味 する豊 かさの概 念 に一 致 するものだ

と思 います。  

私 は 、 「三 浦 らしい時 間 の過 ごし方 」 、すなわち 「み う らス タ イル 」の市 場 価 値

を高 め、首 都 圏 、全 国 ひいては海 外 に至 る生 活 者 を惹 き付 けるこ とによって 、

地 域 経 済 の安 定 を実 現 するこ とが 、三 浦 市 の最 高 経 営 責 任 者 である私 の使

命 であると考 えています。  

 

§４  みうらスタイルの定 着 に向 けて戦 略 的 に取 り組 む施 策  

平 成 １ ８年 度 は第 ２次 実 施 計 画 のス ター ト年 にあた り ます 。 この新 しい実 施

計 画 の中 で私 が最 も力 を入 れてまいりたい施 策 の概 要 をご説 明 いたします。い

ずれも 「み う ら ス タイル 」 を具 体 化 して生 活 者 に提 案 し 、市 場 価 値 を高 めるねら

いをもった施 策 でございます。  
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何 よ り も まず力 を入 れていきたい施 策 はまちのク リーン ・ ア ップです 。住 んでい

る方 々に と って も 、 ま た 、自 然 あふれる快 適 さ を期 待 して遊 びに来 て くだ さ るお

客 様 にとっても 、 まちがきれいである とい う こ とは最 も大 切 な 「 もてなし 」 の条 件 で

す 。 「 あ る建 物 の窓 が １枚 でも壊 れているのを放 置 すれば他 の窓 もまもな く全 て

壊 される こ と にな る 」 と す る破 れ窓 理 論 とい う考 え方 があ り ます 。 ポ イ捨 てがポ イ

捨 てを呼 ぶとい う悪 循 環 を断 ち切 るには、 １つ目 のポイ捨 てを決 して見 過 ごさな

いという毅 然 とした態 度 が必 要 です。そこで、 「ポイ捨 てすることがためらわれるほ

どきれいなまち 」にするこ とを目 指 し 、いまこの場 をお借 り して 、三 浦 市 をク リーン

な都 市 にするとい う決 意 を宣 言 いたしたく存 じます。  

「 ス カベンジ 」 とい う言 葉 をご存 じでし ょ うか 。 あま り聞 き慣 れない言 葉 かもしれ

ませんが、これは 「ごみ拾 いをする 」 とい う意 味 の英 語 です。今 、この 「スカベンジ 」

は若 者 たちの強 い関 心 を集 めています。このことは、昨 年 開 催 された 「愛 ・地 球

博 」でも 、学 生 を中 心 とした若 者 たちが企 画 した 『地 球 ☆スカベンジ大 計 画 ！』

が取 り上 げられ、万 博 のオープニングで 「スカベンジ☆フォーラム 」が開 催 されたと

い う事 実 からも うかがえます。実 行 委 員 長 である関 東 学 院 大 学 の学 生 さんは、

「ごみ拾 いが日 本 に住 む人 々の新 しい文 化 として生 まれつつある 」 とい う メ ッセー

ジを発 信 しておられます 。三 浦 市 でも このスカベンジを頻 繁 に実 践 する こ とに よ

って、きれいなまちを維 持 しよ う とい う意 識 と行 動 を、市 民 文 化 として定 着 させて

いきたいと思 います。  

そのためには職 員 が率 先 して行 動 し、市 民 の皆 さんと協 働 するこ とが必 要 で

す。そこで庁 内 に環 境 パ ト ロール隊 を結 成 し 、市 民 のみなさんと一 緒 に行 動 す

るし くみをつく り ます 。さ らに、海 岸 の漂 流 物 を材 料 とした工 作 教 室 のよ うなイベ

ン ト を通 じて 、 ス カベンジの面 白 さや環 境 問 題 を体 感 でき る機 会 を多 く設 けて

いきたいと思 っています。  

次 に掲 げる施 策 は具 体 的 なシテ ィセールス活 動 でございます 。シテ ィセール

スにおける最 も大 切 なお客 様 は東 京 や横 浜 といった大 都 市 の方 々です。このよ

うなお客 様 を惹 き付 ける情 報 の最 大 の発 信 基 地 は言 うまでもなく東 京 ですが、

平 成 １ ８年 度 から明 治 大 学 との連 携 によって都 内 の空 き店 舗 を活 用 できる運

びとなりました。  

文 部 科 学 省 の 「現 代 的 教 育 ニーズ取 組 支 援 プログ ラ ム 」 に 、 明 治 大 学 の

「広 域 連 携 支 援 プログラム 」 が採 択 されました 。 これは 、千 代 田 区 と首 都 圏 自

治 体 との連 鎖 的 発 展 を実 証 しよ う とする社 会 実 験 事 業 です。その一 環 として、

明 治 大 学 は千 代 田 区 内 に賃 借 した空 き店 舗 を舞 台 としてこの実 験 事 業 に取

り組 まれます。そして 、三 浦 市 がその空 き店 舗 を 「東 京 支 店 」 と して活 用 しなが

らこの実 験 事 業 に参 画 すること とな りました 。これを契 機 に、明 治 大 学 の学 生 さ

んや先 生 方 と一 緒 に知 恵 を出 し合 って 「み う らスタイル 」の情 報 発 信 力 を強 化

してまいります。同 時 に、明 治 大 学 の目 的 である実 証 実 験 への協 力 を通 じて、

産 官 学 連 携 の経 験 を深 めてまい り ます 。 また 、東 京 支 店 を拠 点 と し て 、三 浦

市 への企 業 誘 致 を図 るための “足 で稼 ぐ ”営 業 活 動 を展 開 してまいります。  

さ て 、情 報 発 信 をするからには、お客 様 を惹 き付 ける情 報 を整 理 しなければ

な り ません 。そこで三 浦 市 に遊 びに来 た くなる 、 また 、住 みた くなる といった気 持

ちを掻 き立 てるよ うな情 報 を満 載 した三 浦 カタログを整 備 し 、インターネッ トを使

って宣 伝 します。  

また 、 「み う らスタイル 」を効 果 的 にアピールする仕 掛 けとして芸 術 祭 を開 催 し

たいと思 います。今 や全 国 的 にも注 目 を集 めつつある三 浦 市 のフ ィルムコ ミ ッシ

ョ ンを内 外 に向 けてアピールする と と もに 、音 楽 や造 形 芸 術 のよ うな芸 術 文 化

についても 、市 内 外 在 住 のアーティス トや文 化 活 動 に携 わっておられる市 民 団
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体 の皆 さんと一 緒 になって盛 り上 げ 、感 度 の高 いアーテ ィス トに も愛 され 、住 み

たいと思 われるまちとしての地 位 を高 めていきたいと思 います。  

さ らに 、地 域 再 生 計 画 の柱 のひとつである 「 エ コテ イ メ ン ト な暮 ら し方 とい う ス

タ イル 」 を具 現 化 する取 り組 みとして 、エコ ミ ュージアムづ く りに取 り組 みます 。エ

コ ミ ュージアム とい うのは 、 まちをまるご と博 物 館 とみなして 、博 物 館 を楽 しむよ う

に三 浦 市 を楽 しんでいただくものです。 う ら りや宮 川 公 園 、小 網 代 の森 などはエ

コ ミ ュージアムの核 とな り う る スポ ッ トです 。閉 鎖 された城 ヶ島 ユースホステルも活

用 の方 法 次 第 ではたいへん魅 力 的 なスポッ トになるでし ょ う 。城 ヶ島 ユースホス

テルは県 有 の施 設 ですが、三 浦 市 として有 利 な条 件 でこれを活 用 する方 向 で

県 のご協 力 をお願 いしてまい りたい と思 います 。 また 、普 通 の博 物 館 と同 じ よ う

に 、常 設 展 示 だけでな く 、特 別 展 示 に相 当 する各 種 のイベン ト を計 画 的 に実

施 する こ とが必 要 です。そ こで 、今 や国 民 的 関 心 事 である 「 食 育 」や 「 環 境 問

題 」 、市 にとって最 も重 要 な課 題 のひとつである 「健 康 づく り 」などをテーマとする

イベン ト を連 続 的 に展 開 していきたい と思 っています 。平 成 １ ８年 度 にはそのた

めの構 想 づ く り と イ ベ ン ト の開 催 に取 りかか り 、 平 成 １ ９ 年 度 以 降 、順 次 事 業

化 して まい り ます 。神 奈 川 県 が取 り組 んでおられる 「 三 浦 半 島 ま るご と博 物 館

連 絡 会 」 とも連 携 しながら、市 民 協 働 で取 り組 んでまいりたいと考 えております。  

次 に掲 げる施 策 は人 口 増 加 策 でございます。人 口 の漸 減 傾 向 にある三 浦

市 として 、経 済 政 策 や土 地 利 用 といった構 造 的 な人 口 増 加 策 を講 じていくべ

きことはもちろんです。しかしその一 方 で短 期 的 に人 口 を増 やす施 策 も講 じてい

かなければなりません。そこで、三 浦 市 に転 入 してくださる方 々や住 宅 物 件 の供

給 者 に対 して 、一 定 のインセンテ ィブ措 置 を講 じる制 度 を創 設 いたします 。市

内 の中 古 戸 建 て住 宅 の中 には 、少 し手 をかければ 「 これぞ 、み う ら ス タ イル 」 と

言 えるよ うな豊 かな暮 らしができる住 宅 物 件 が少 なくないと思 います。 こ う した物

件 情 報 を、先 に掲 げました三 浦 市 東 京 支 店 や鉄 道 駅 などで宣 伝 し、 １ ０世 帯

でも ２ ０世 帯 でも転 入 して くださ る方 を増 やしていければと期 待 してお ります 。助

成 を受 け られた方 々には 、実 際 の住 まい方 を 「 み う ら ス タ イル 」 と し て情 報 発 信

する こ と にご協 力 いただ くほか 、ボ ラ ンテ ィ ア と し ての登 録 をお願 いするなど 、転

入 後 も継 続 して市 政 のパー トナー となっていただける よ う な関 係 を築 いてまい り

たいと思 っております。  

次 に掲 げますのは 「 み う ら ス タ イル 」 の大 切 な要 素 である 「 健 康 」 に関 わる施

策 です。  

市 民 の健 康 に関 わるサービスを集 約 した拠 点 となる 「 （仮 称 ）健 康 センター 」

を 、県 から施 設 をお借 りして三 浦 県 税 事 務 所 の跡 に整 備 いたします。子 どもか

ら高 齢 者 までを対 象 と した健 康 づ く りサービスの拠 点 と して 、市 民 が気 軽 に足

を運 びた くな る よ う な事 業 を展 開 してまい り ます 。健 康 づ く りに取 り組 む市 民 団

体 や市 民 活 動 に関 心 のある方 々の情 報 交 換 の場 としてもどんどんご利 用 いた

だきたいと思 います。  

また 、次 代 を担 う乳 幼 児 の健 全 な育 成 を図 り 、小 児 の健 康 増 進 に資 するこ

とを目 指 して 、小 児 医 療 費 助 成 事 業 の対 象 年 齢 を就 学 前 まで引 き上 げるこ

とといたします。  

さ らに 、市 民 の健 康 づく り 、体 力 づく りの向 上 を目 指 す三 浦 スポーツ公 園 の

整 備 に引 き続 き注 力 してまいります。  

「み う らスタイル 」のも うひとつの大 切 な要 素 は「環 境 」です。  

三 浦 市 では 、地 域 再 生 計 画 の柱 のひ とつであ る 「 ま ぐ ろブ ラ ン ド を か らだ全
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体 で堪 能 できるとい うスタイル 」を具 現 化 する取 り組 みとして、バイオマスタウン構

想 を推 進 しています 。今 後 は 、資 源 循 環 型 エネルギーセン ターを運 営 する特

定 地 域 再 生 事 業 会 社 となる株 式 会 社 を設 立 し支 援 を行 う段 階 に入 ってまい

ります。市 としては、市 民 にとって有 利 な事 業 となるよ う必 要 に応 じて地 域 再 生

計 画 及 びバイオマスタウン構 想 の見 直 しも行 いながら柔 軟 な取 り組 みを進 めて

まいります。  

このほか、 「環 境 」 とい う要 素 に関 しては、多 くの市 民 の皆 様 にとって大 変 重

要 な施 策 が２つございます。ひとつは公 共 下 水 道 の整 備 です。西 南 部 地 区 の

公 共 下 水 道 については平 成 ２ ２年 度 まで事 業 に着 手 しないこ とを政 策 決 定 し

ていま したが 、整 備 区 域 の見 直 しなどによって 、一 日 でも早 く事 業 着 手 でき る

計 画 をつ く り 、 事 業 着 手 の凍 結 解 除 を目 指 したい と思 います 。そのためにも 、

すでに公 共 下 水 道 が整 備 された地 区 にお住 まいの市 民 の皆 様 や事 業 者 の

皆 様 で、まだ公 共 下 水 道 への接 続 がお済 みでない方 々には、一 日 も早 く接 続

していただけるよう 、この場 をお借 りして改 めてお願 い申 し上 げたく存 じます。  

「 環 境 」施 策 のも うひ とつはごみ処 理 施 策 です。ごみ処 理 の広 域 化 につきま

してはご案 内 の通 り 、三 浦 市 、横 須 賀 市 、葉 山 町 という 2 市 1 町 の枠 組 みで

推 進 してい く こ とにな り ま した 。 この広 域 の枠 組 みを堅 持 しつつ 、三 浦 市 に とっ

て最 善 のごみ処 理 施 策 を今 後 と も追 求 すべ く協 議 、調 整 に取 り組 んでまい り

ます。  

重 点 施 策 の最 後 に、 ３つのまちづく りに関 する施 策 を掲 げます。  

まず始 めに、三 崎 高 校 跡 地 の利 活 用 についてです。同 跡 地 においては、市

の中 心 核 にふさわしい市 民 交 流 拠 点 を整 備 する こ と を目 指 して 、本 年 ６月 に

は基 本 計 画 を策 定 する予 定 です。 これについても引 き続 き重 点 的 に取 り組 ん

でまいります。  

次 に、新 しい施 策 として 「下 町 ・城 ヶ島 地 区 再 生 プロジェク ト 」 を掲 げます。  

下 町 等 の再 生 に関 してはすでに中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 、いわゆるＴ

ＭＯ計 画 がございますが 、なかなか十 分 な成 果 を見 るには至 っていないのが実

情 です。そこで 、 このプロジェ ク トでは市 役 所 が主 導 的 役 割 を果 たしながら 、地

元 の事 業 者 や住 民 の皆 さん 、若 者 たちと一 緒 になって取 り組 める事 業 、規 模

は小 さ く て も目 に見 えるかたちで成 果 を上 げる こ とができ る事 業 を応 援 する し く

みをつ く り 、大 き く て実 現 困 難 な夢 よ り 、小 さ く て も実 現 可 能 な事 業 を優 先 的

に実 行 していきたい と思 います。すでに 、地 元 の商 店 街 では新 しいイベン トなど 、

まちおこしの検 討 が進 んでいるということ もお聞 きしております。  

次 に掲 げますのは、土 地 利 用 の見 直 しです。効 率 的 な都 市 環 境 の推 進 を

図 る上 で 、本 年 度 から都 市 計 画 マス タープランの見 直 し と県 の線 引 き見 直 し

の基 本 方 針 をにらんだ市 街 化 区 域 、市 街 化 調 整 区 域 等 の見 直 しの作 業 に

着 手 いたします。これにより 、まちの活 性 化 を展 望 できる土 地 利 用 を実 現 するこ

とが、 「株 式 会 社 三 浦 市 」の最 高 経 営 責 任 者 である私 の最 も大 きな責 務 のひ

とつであると考 えております。  

 

§ ５  株 式 会 社 三 浦 市 の経 営 再 建 に向 けた改 革  

さて 、 こ こ まで 「み う ら ス タ イル 」 をキーワー ド と した重 点 施 策 についてお話 しい

たしました 。問 題 は実 行 でございます。施 策 を実 行 するのは、ほかでもない市 役
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所 であ ります 。だから こそ 、冒 頭 でも申 しました通 り 、私 自 身 が 「株 式 会 社 三 浦

市 」 とい う企 業 の最 高 経 営 責 任 者 である との自 覚 をもって市 政 にあた り 、職 員

一 人 ひとりが 「株 式 会 社 三 浦 市 」の社 員 であるとの自 覚 をもち 「 ３つの S 」 を旨 と

して業 務 にあたっていかなければなりません。  

市 役 所 にそのよ うな企 業 的 組 織 文 化 が根 付 き 、脈 々と受 け継 がれているか

といえば、その答 えは 「 ＮＯ 」 と言 わざるを得 ません。 したがって 、市 役 所 とい う組

織 文 化 、職 員 の意 識 改 革 にまで及 ぶ経 営 再 建 が必 要 不 可 欠 であ ります 。そ

のよ う な問 題 意 識 のも とで 、すでに 「行 政 革 命 戦 略 ５つの宣 言 」 を掲 げ徐 々に

実 行 してはいますが、これをよ り一 層 徹 底 し、私 自 身 が考 える新 たな経 営 改 善

策 も取 り入 れながら 、 さ らに一 歩 前 進 した経 営 再 建 策 を講 じていかなければな

らないと考 えています。  

最 も重 要 なのは人 財 戦 略 であります。そこで、平 成 １ ６年 度 、 １ ７年 度 と試 行

段 階 と し て きた人 事 考 課 制 度 を 、平 成 １ ８ 年 度 からは本 格 稼 働 させます 。中

期 的 には人 事 考 課 を経 済 処 遇 や任 用 に反 映 させるこ と も視 野 に入 れた制 度

設 計 に取 り組 んでいきたい と考 えています 。 また 、職 制 と給 料 体 系 の見 直 しや

任 用 制 度 を含 めた人 事 関 連 制 度 の抜 本 的 見 直 しを 、平 成 １ ８ 年 度 前 半 の

早 い時 期 に実 行 するため 、平 成 １ ８年 第 ２回 定 例 会 への条 例 提 案 の準 備 を

進 めております。  

さ らに 、職 員 数 についてでございますが、三 浦 市 行 財 政 改 革 取 組 方 針 にお

ける年 度 別 削 減 計 画 に基 づき、病 院 及 び消 防 を除 く職 員 を、平 成 １ ０年 ４月

１日 現 在 の５ ０ ６人 から平 成 １ ７年 ４月 １日 までに約 １ ２％削 減 し 、 ４ ４ ８人 といた

しました 。今 後 は 、病 院 及 び消 防 を除 く職 員 でみれば、平 成 １ ７年 ４月 １日 現

在 の職 員 数 ４ ４ ８人 を平 成 ２ ３年 ４月 １日 までに約 １ ５％削 減 し ３ ７ ８人 とする目

標 です 。全 職 員 でみる と 、平 成 １ ７ 年 ４ 月 １日 現 在 の ６ ８ ０ 人 に対 し 、平 成 ２ ３

年 ４月 １日 には約 １ ０％削 減 し、 ６ １ ６人 とする目 標 です。これにとどまらず、業 務

の効 率 化 やアウ ト ソーシングを積 極 的 に進 めるこ とによ り 、削 減 を加 速 化 させた

いと考 えています。  

次 に組 織 戦 略 であ ります。 「職 員 提 案 に基 づいて市 長 が決 断 する 」ボ トムア

ップ と 、 「 市 長 指 示 を原 局 が着 実 に受 け止 め実 行 する 」 ト ッ プダ ウンが う ま く組

み合 わ さ って機 能 する よ う な マネジ メ ン ト シ ス テムの確 立 をめざ し て 、政 策 経 営

室 と行 政 管 理 部 の一 部 再 編 をいたし 、市 長 を中 心 と した政 策 立 案 、政 策 コ

ン ト ロール機 能 を強 化 いたしたい と考 えてお り ます 。その一 方 で 、先 に述 べまし

た人 事 関 連 制 度 の見 直 しに合 わせて、原 局 の主 体 性 、自 律 性 を強 化 する部

門 経 営 システムを強 化 してまいりたいと思 っております。  

財 政 戦 略 の面 では、地 方 自 治 の主 権 者 である市 民 の意 思 が反 映 されるガ

バナンスを追 求 することが必 要 であると考 えております。私 は、従 来 の財 政 運 営

は行 政 サービスの受 益 者 の視 点 ばか りに偏 って行 われ 、 と もすれば納 税 者 の

意 思 が十 分 に反 映 されて こなかったのではないか との疑 問 を持 っています 。一

般 財 源 の多 くをなす貴 重 な市 税 を納 めてくださ る納 税 者 が 、税 金 の使 い道 に

納 得 して くださっているかど うかとい う点 に、もっ と敬 意 を払 うこ とが必 要 なのでは

ないでしょ うか。そのよ うな視 点 から私 は、納 税 者 が納 得 できる合 理 的 な税 の使

い方 ができるよ うな行 政 評 価 システムを確 立 してまいりたいと思 います。同 時 に、

納 税 者 としての立 場 、受 益 者 としての立 場 、あるいは市 政 のパートナーとしての

立 場 などからの、市 民 の皆 様 の多 種 多 様 な生 の声 をお聴 きし 、市 長 や助 役 、

幹 部 職 員 等 と意 見 交 換 をする市 民 対 話 集 会 を数 多 く持 ちたいと思 っておりま

す。  

一 方 、 このたび策 定 いたしました第 ２次 実 施 計 画 は平 成 １ ８年 度 から ２ ０年
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度 の３カ年 にわたる計 画 ですが、これには同 期 間 における財 政 計 画 の裏 付 けを

持 たせています。一 昨 年 ６月 に公 表 いたしました財 政 推 計 では平 成 ２ ０年 度 に

約 １ ３億 ３千 ７百 万 円 、平 成 １ ７年 度 から４カ年 の累 積 では約 ３ ８億 ９千 万 円 の

財 源 不 足 を見 込 んでいました 。このたびの財 政 計 画 では歳 入 ・歳 出 が均 衡 す

る見 通 しを立 てるこ とができました 。しかし 、 これはあくまでも机 上 の計 画 にすぎま

せん 。歳 入 ・歳 出 が均 衡 した財 政 運 営 を実 現 してい くためにも 、納 税 者 重 視

と市 民 対 話 とい う ２つの大 きな要 素 を取 り入 れたガバナンスを徹 底 してまい りた

いと思 います。  

サービス ・事 業 戦 略 とい う点 では、民 間 活 力 の導 入 とい う こ とが最 大 の目 標

とな り ます 。去 る ２月 １ ０ 日 には 、 「 競 争 の導 入 によ る公 共 サービスの改 革 に関

する法 律 案 」 、いわゆる市 場 化 テス ト法 案 が閣 議 決 定 され、国 会 に提 出 されま

した 。 これは従 来 、政 府 が独 占 してきた公 共 サービスの市 場 開 放 を目 指 す法

案 です。三 浦 市 としても 、 「民 にできることは民 に 」を基 本 として、市 場 化 対 象 サ

ービスの拡 大 や関 連 法 制 度 の規 制 緩 和 を実 現 させるべく 、市 場 化 テス ト法 の

改 正 を率 先 して提 案 する と と もに 、指 定 管 理 者 制 度 の導 入 や民 営 化 、外 部

委 託 化 などは聖 域 を設 けずに積 極 的 に進 めてまいる所 存 でございます。そのよ

うな取 り組 みにより 、平 成 １ ８年 度 以 降 平 成 ２ ２年 度 末 までに、平 成 １ ８年 度 当

初 時 点 で市 が直 営 で実 施 ・提 供 している行 政 サービス ・ 事 業 又 は庁 内 管 理

事 務 の うち 、 １ ０事 業 以 上 をアウ ト ソーシングし 、費 用 を ３ ０％以 上 減 額 するこ と

を目 標 にいたします。  

 

§６  おわりに  

以 上 、平 成 １ ８年 度 から始 まる新 たな ５ ０年 のスター トにあたっての市 政 に臨

む私 の基 本 的 な考 え方 を申 し上 げました 。政 府 は国 内 の景 気 回 復 が本 格 化

したと言 っていますが、三 浦 市 にあってそれを実 感 できる状 況 にはなく 、まだまだ

厳 しい状 況 が続 く ものと思 われます。市 としては 「 まるはだか宣 言 」に則 り 、市 民

並 びに議 会 に対 してでき るかぎ り多 くの 、 またわか りやすい情 報 を提 供 していき

ながら 、市 内 経 済 、市 財 政 の危 機 的 状 況 への認 識 を共 有 し、 ともに考 え、 とも

に実 践 する協 働 のまちづ く り を展 開 していきたい と考 えてお り ます 。市 民 のみな

さん 、議 会 のみな さんの 、 ご理 解 とご協 力 を切 にお願 い申 し上 げま して 、施 政

方 針 といたします。  


